
　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 レベル 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時 講義場所

科目概要

科目構成 № 講義名 講義日 教室 講師名 所属

1
大原孫三郎と倉敷労働科学研
究所

2 21世紀の労働科学概観

3
有害環境と安全衛生、-アスベス
ト研究の最新例から-

飯田裕貴子
村田　克

4
化学的要因による健康障害と環
境に関連した労働科学研究

村田　克

5 組織安全の取り組みの到達点
細田聡
余村朋樹

6
ものづくりの安全衛生−設計と生
産技術と安全衛生の融合−

松田文子

7
座位作業の快適性とデザイン、
安全、環境、保健

小山秀紀

8
参加型アプローチによる産業安
全保健活動

毛利一平
吉川徹

9 慢性疲労研究の現在 佐々木司

10 交代勤務研究の最前線 松元　俊

11 疲労・ストレス研究の過去と現在 鈴木安名

12 医療の場における安全と保健 吉川　徹

13 運輸における安全と疲労、災害 鈴木一弥

14 鉄鋼業における安全衛生
内藤堅志
松元俊

社会 15
新時代の「日本的経営」と労働
者の健康

赤堀正成

技術立国日本の屋台骨を担ったものづくりの場（製造現場）における労働者の安全衛生と現場改善について、腰痛など筋骨格系障
害の例を取り上げながら検証する。

7月2日
（土）

7月9日
（土）

7月30日
（土）

日本的経営がどのよう点で特殊に「日本的」なのか，どのような点で欧米先進諸国の経営にも共通する普遍性を持っているのかを歴
史過程を踏まえながら論じる。

様々な労働場面における座位における負担・疲労に関する研究を概説する。さらに椅子のデザイン手法やシーティングについても紹
介する。

ILOが推進しているワイズ(WISE)、ウインド(WIND)や日本の技術協力で進められているポジティブ(POSITIVE)などの対策指向型職場
改善プログラムについて紹介し、産業安全保健領域における参加型アプローチの役割と成果を検証する。

医師、看護師などの医療関係者が従事する保健医療産業をとりあげて、成長するサービス産業における産業安全保健活動の困難さ
と、ブレイクスルーのための研究戦略、社会の課題について紹介する。

7月23日
（土）

２０１１年度前期

RT４２１

 労働科学研究所

日本における産業安全保健の開拓者として労働科学の歴史をたどり、現代に繋がる問題の分析と対策について紹介する。産業安全保健のエキスパート養成を目指す労働科学特論a、b、cの受講希望者は本科目を受講することを勧める。その他、
労働安全衛生、産業安全保健に興味のある多様な分野の方の受講を歓迎する。

土曜日　11：00-13：00、13：40-15：40、
　　　　　 15：50-17：50（３講義）

早稲田大学西早稲田キャンパス

 産業保健の基礎：労働科学の歴史と展開 労働科学

講　義　概　要

未定

労働科学研究所は、1921（大正10）年に倉敷紡績社長大原孫三郎によって、万寿工場敷地内の寄宿舎に隣接して建設された。時代
状況を読み解きながら、労働科学研究所誕生の必要性と活動の特徴、成果などを検証する。

安全と健康

職場環境

総論

産業事故や企業の不祥事が絶えない。ヒューマンファクターの視点から長年にわたって展開されてきた産業安全研究を検証しなが
ら、組織安全に関する取り組みの到達点を示す。

疲労研究の過去と現
在

産業特有の問題への
取り組み

精神衛生学の歴史、高度経済成長と共に労働者の心理に影響をあたえてきたさまざまな精神神経疾患を取り上げる。また、古典的う
つ病と新型うつ、未熟性うつなどと呼ばれる現代型メンタル不全状態を事例から概説し、それぞれの対策についても論じる。

労働科学研究所

労働科学による社会変革の歴史を踏まえつつ、21世紀の現代社会における労働科学的問題とその解決へのアプローチを概説
する。

環境、労災・職業病など、労働者をとりまく作業環境の課題と改善策について、アスベストの測定法や研究を通して最前線を紹介す
る。

高度経済成長とともに化学物質による中毒が広がった。水俣病等の地域住民に被害が及ぶ公害問題、鉛や六価クロムなどの重金
属、β-ナフチルアミンなどによる職業がん、有機溶剤などによる中毒等、環境学も取り上げて労災・職業病の歴史と課題を検証す
る。

酒井一博

鉄鋼業における安全と健康について、若年者への災害事例等に関する作業者へのヒヤリング調査などを紹介し、現代の日本が抱え
る安全衛生教育の課題と到達点について検証する。

夜勤交代勤務による健康影響、疲労の進展、その予防策に関する最近の研究を検証し、労働生活を支援する交代勤務制度につい
て、現場データをもとに概説する。

２日の休日をとっても回復しない「慢性疲労」は現代の多くのワーカーにとって深刻な問題である。国内での過労死事例等に関する研
究をもとに、慢性疲労研究の到達点と今後の課題を概説する。

7月16日
（土）

経済活動の基盤を支える物流産業で働くトラック運転者の労働と睡眠の有様から過労運転の実態を検証しつつ、見えてくる産業の構
造の変革について論じる。


